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北
海
道
庁
が
公
表
し
た
生
育
状
況
（
５
月
15
日
現
在
）

で
は
、
て
ん
菜
の
移
植
作
業
は
概
ね
平
年
よ
り
早
く

終
わ
り
、
生
育
も
平
年
並
に
推
移
し
て
い
る
と
の
内

容
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た

こ
と
に
安
堵
。

話
題
は
変
わ
る
が
最
近
、
砂
糖
の
消
費
拡
大
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
個
人
的
に
地
域
に
よ
る
砂
糖
消
費
量
の
違
い
が

気
に
な
り
、
総
務
省
に
よ
る
家
計
調
査
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
52
都
市
の
ラ
ン
キ
ン
グ
（
※
）
が
あ
っ
た
の
で
そ
の
こ
と

を
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

砂
糖
消
費
量
の
全
国
平
均
は
５
、３
７
８
ｇ
で
１
位
の
長
野

市
は
７
、１
４
６
ｇ
。
そ
の
後
、
順
番
に
確
認
し
て
い
く
と
山

形
市
、
長
崎
市
と
続
き
、
鹿
児
島
市
が
９
位
で
あ
っ
た
が
、
札

幌
市
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
残
り
わ
ず
か
に
な
っ
た
40
位

に
北
海
道
代
表
と
し
て
の
札
幌
市
は
よ
う
や
く
出
て
く
る
が
、

平
均
を
大
き
く
下
回
る
４
、５
０
０
ｇ
と
い
う
数
字
で
あ
っ
た
。

私
は
誰
に
問
わ
れ
る
で
も
な
く
、「
那
覇
市
も
50
位
だ
か
ら
…
。」

な
ど
と
一
人
で
言
い
訳
を
し
つ
つ
も
、
て
ん
菜
を
生
産
し
て
い

る
北
海
道
と
し
て
こ
の
札
幌
市
の
順
位
は
寂
し
い
と
思
っ
た
。

（
金
額
で
は
鹿
児
島
市
が
１
位
、
那
覇
市
が
23
位
、
札
幌
市
が

43
位
で
あ
り
、
言
い
訳
す
ら
で
き
ま
せ
ん
が
…
。）

　

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
む
と
き
に
も
う
少
し
砂
糖
を
入
れ
れ

ば
、
順
位
は
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
世
帯
あ
た
り

の
調
査
だ
か
ら
家
族
み
ん
な
で
取
り
組
め
ば
、
も
っ
と
上
が
る

の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
思
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
少
し
ず
つ

で
も
消
費
を
拡
大
す
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
．
Ｎ
）

　

※�

総
務
省
統
計
局
「
家
計
調
査
」（
二
人
以
上
の
世
帯
）
品
目

別
都
道
府
県
庁
所
在
地
及
び
政
令
指
定
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ

（
平
成
27
年
〜
29
年
平
均
）

てん菜定植作業（後志管内）
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第
32
回
通
常
総
会
開
催

　

去
る
５
月
24
日
、
札
幌
市
内
で
第
32
回

通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
水
省
地
域
作
物
課
の
伊
藤

課
長
補
佐
な
ら
び
に
浜
㟢
係
長
、
道
農
政

部
の
秋
元
局
長
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・

団
体
の
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　

小
野
寺
会
長
か
ら
は
、
以
下
の
開
会
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

・�

寒
暖
を
繰
り
返
し
な
が
ら
の
天
候
と

な
っ
て
い
る
が
、
農
作
業
が
順
調
に

進
み
、
各
作
物
が
豊
穣
の
秋
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
。

・�

平
成
29
年
の
て
ん
菜
は
関
係
者
の
努

力
と
天
候
推
移
が
相
ま
っ
て
、
収
量
・

糖
分
と
も
に
、
前
年
を
大
き
く
上
回

る
結
果
。

・�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
日
Ｅ
Ｕ
間
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
、

農
業
分
野
に
対
す
る
規
制
改
革
の
動

き
な
ど
、
本
道
農
業
を
と
り
ま
く
情

勢
は
依
然
激
動
し
て
お
り
、
持
続
可

能
な
農
業
の
確
立
に
向
け
た
環
境
整

備
を
い
か
に
は
か
っ
て
い
く
か
が
今

後
の
最
重
要
課
題
。

・�

平
成
29
年
の
て
ん
菜
協
会
の
事
業
は
、

原
料
受
渡
し
及
び
糖
分
測
定
業
務
の

立
会
人
対
応
を
は
じ
め
試
験
研
究
、

て
ん
菜
糖
の
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発

活
動
な
ど
の
事
業
を
実
施
。

・�

今
後
と
も
「
て
ん
菜
産
業
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
」
と
の
本
協
会
の

目
的
を
踏
ま
え
、
役
職
員
一
同
よ
り

一
層
努
力
。

　

【
平
成
29
年
度
事
業
報
告
の
概
要
】

１
．�

原
料
て
ん
菜
の
受
渡
し
・
糖
分
測
定

立
会
事
業

⑴�

立
会
人
を
４
２
７
名
委
嘱
し
、
公
正
・

円
滑
な
取
引
を
推
進

⑵�

糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
（
６
製
糖
所
・
工

場
）の
操
業
前
点
検
及
び
立
入
点
検（
２

回
）

⑶�

協
会
役
員
等
に
よ
る
「
て
ん
菜
受
渡
し

等
に
係
る
現
地
調
査
」
の
実
施

⑷��

立
会
人
代
表
者
会
議
の
開
催
（
全
道
４

か
所
）

⑸
立
会
業
務
功
労
者
表
彰
（
９
名
）

２
．
試
験
研
究
事
業

⑴�

品
種
試
験
の
実
施
（
農
業
試
験
場
へ
の

委
託
）

⑵
病
害
に
関
す
る
試
験

　

�

直
播
栽
培
を
主
と
し
た
テ
ン
サ
イ
黒
根

病
防
除
対
策
の
検
討

⑶
糖
分
取
引
の
仕
組
み
に
関
す
る
試
験

　

�

近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
て
ん
菜
の
非
破

壊
糖
度
測
定
法
の
開
発

３
．
普
及
啓
発
事
業

⑴�

「
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
」
の

開
催
（
全
道
４
か
所
）

⑵�

２
０
１
７
年
版
「
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
」

の
発
行
・
配
布

⑶�

て
ん
菜
協
会
だ
よ
り
の
発
行
・
配
布（
年

３
回
）

⑷�

て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
の
理
解
促
進
と
砂

糖
需
要
拡
大
対
策

　

・�

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
普
及
啓
発
用
資
材
の
配
布

⑸�

食
育
関
係
情
報
誌
へ
の
協
賛
に
よ
る
、

て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
Ｐ
Ｒ

⑹�

関
係
機
関
・
団
体
へ
の
学
習
用
資
料
や

関
連
資
材
の
提
供
に
よ
る
て
ん
菜
・
て

ん
菜
糖
へ
の
理
解
促
進

総会　小野寺会長挨拶

受渡し現地調査（H29.11）
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【
平
成
30
年
度
事
業
計
画
の
概
要
】

《
基
本
方
針
》

て
ん
菜
産
業
の
健
全
な
発
展
へ
の
寄
与

《
主
な
実
施
事
業
》

１
．�

原
料
て
ん
菜
の
受
け
渡
し
及
び
糖
分

測
定
立
会
事
業

⑴
立
会
人
の
委
嘱
と
立
会
業
務
の
推
進

⑵
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
の
立
入
点
検
実
施

⑶�

立
会
業
務
合
理
化
・
効
率
化
の
検
討
並

４
．
種
子
対
策
事
業

⑴
優
良
品
種
解
説
資
料
の
作
成
・
配
布

⑵
品
種
別
作
付
面
積
の
把
握
と
情
報
提
供

５
．
調
査
研
究
事
業

⑴
て
ん
菜
の
生
育
状
況
、
生
産
体
制
調
査

⑵�

協
会
が
基
金
管
理
団
体
と
し
て
実
施
し

た
助
成
事
業
の
事
後
指
導

⑶�

て
ん
菜
生
産
振
興
対
策
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
並
び
に
関
連
す
る
実
態
調
査

（
各
製
糖
所
・
工
場
、
中
央
会
支
所
、

Ｊ
Ａ
）

⑷�

大
型
収
穫
機
の
実
証
試
験
に
係
る
状
況

調
査

⑸�

近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
、
て
ん
菜
の
非

破
壊
糖
度
測
定
法
開
発
の
た
め
の
調
査

研
究

び
に
対
策
の
推
進

２
．
試
験
研
究
事
業

⑴
輸
入
品
種
検
定
試
験

⑵�

直
播
栽
培
を
主
と
し
た
黒
根
病
防
除
対

策
の
検
討

⑶�

近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
非
破
壊
糖
度
測

定
法
の
開
発

⑷�

Ｄ
Ｉ
Ｖ
（
感
染
好
適
指
数
）
防
除
決
定

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
褐
斑
病
防
除
体

系
の
確
立

３
．
普
及
啓
発
事
業

⑴
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
の
開
催

⑵�

て
ん
菜
糖
業
年
鑑
、
て
ん
菜
協
会
だ
よ

り
、
て
ん
菜
関
連
資
料
（
生
産
実
績
、

栽
培
技
術
）
の
作
成
・
配
布

⑶
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発
対
策

・�

食
育
講
座
、
出
前
講
座
、
関
連
イ
ベ

ン
ト
参
加

　
４
．
種
子
対
策
事
業

⑴
品
種
別
作
付
面
積
の
把
握
と
情
報
提
供

⑵�
優
良
品
種
等
に
関
す
る
資
料
の
作
成
・

配
布

５
．
調
査
研
究
事
業

⑴�

て
ん
菜
生
産
振
興
対
策
に
係
わ
る
取
組

平成29年度収支決算

（単位：千円）

収　　　入 支　　　出

会　　　費

負　担　金

雑　収　入

合 計

64,000

22,491

518

87,009

管　理　費

事　業　費

合　　　計

6,182

80,526

86,708

301

38,881

収 支 差 額

期末正味財産

内
容
の
検
討
・
推
進

　

・�

労
働
力
確
保
・
支
援
対
策
、
立
会
業

務
や
糖
分
測
定
合
理
化
な
ど
の
対
応

⑵�

生
育
状
況
、
生
産
体
制
等
に
係
る
現
地

調
査

⑶�

協
会
が
事
業
主
体
と
し
て
対
応
し
た
補

助
事
業
に
係
わ
る
事
後
指
導

６
．
組
織
対
策
に
係
わ
る
検
討

⑴�

農
業
関
連
団
体
の
統
合
等
に
関
す
る
検

討
へ
の
協
議
・
参
画

平成30年度収支予算

（単位：千円）

収　　　入 支　　　出

会　　　費

負　担　金

雑　収　入

合 計

64,000

23,000

510

87,510

管　理　費

事　業　費

合　　　計

6,237

81,273

87,510
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が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
（
池
谷
ら
、
Ｈ

28
）。

　

平
成
28
年
度
に
耐
性
菌
発
生
圃
場
（
自

然
発
生
＝
多
様
な
感
受
性
の
褐
斑
病
菌
が

混
在
す
る
条
件
）
で
防
除
試
験
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
マ
ン
ゼ
ブ
剤
散
布
区
で
の
発
病

が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
フ
ェ
ノ
コ

ナ
ゾ
ー
ル
剤
散
布
区
で
は
無
処
理
と
大
差

な
い
発
病
と
な
り
、
防
除
効
果
の
低
下
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

は
じ
め
に

　

テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
の
防
除
に
つ
い
て

は
、
散
布
開
始
時
期
や
薬
剤
の
残
効
等
を

再
検
討
し
た
新
し
い
防
除
対
策
が
平
成
28

年
度
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
残
効

期
間
が
従
来
よ
り
も
短
く
な
っ
た
薬
剤
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
褐
斑
病
菌
の
薬
剤
感

受
性
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
に
薬
剤
感
受
性
検
定
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
Ｄ
Ｍ

Ｉ
剤
お
よ
び
カ

ス
ガ
マ
イ
シ
ン

剤
に
対
す
る
耐

性
菌
が
全
道
で

広
く
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
公

表
の
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤

耐
性
菌
を
含
め

る
と
３
系
統
の

主
要
防
除
薬
剤

に
お
い
て
耐
性

菌
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
と
カ
ス
ガ
マ

イ
シ
ン
剤
の
耐
性
菌
の
発
生
状
況
に
つ
い

て
解
説
し
、
当
面
の
対
策
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。　

Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
耐
性
菌
の
発
生
に
つ
い
て

　

Ｄ
Ｍ
Ｉ（
ス
テ
ロ
ー
ル
生
合
成
阻
害
剤
）

の
系
統
の
中
で
、
テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
に
対

し
て
平
成
30
年
現
在
登
録
の
あ
る
薬
剤

は
、
ジ
フ
ェ
ノ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
乳
剤
、
フ
ェ

ン
ブ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
乳
剤
、
テ
ブ
コ
ナ
ゾ
ー

ル
水
和
剤
Ｆ
、
テ
ト
ラ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
乳
剤

で
す
（
表
４
参
照
）。

　

Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
の
上
市
当
初
は
３
週
間
の
残

効
と
高
い
防
除
効
果
を
示
し
、
有
機
ス
ズ

剤
が
環
境
問
題
等
に
よ
っ
て
販
売
中
止
と

な
っ
た
以
降
は
基
幹
防
除
薬
剤
と
し
て
の

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ

Ｉ
剤
は
平
成
13
年
分
離
菌
株
に
お
い
て
感

受
性
低
下
菌
が
確
認
さ
れ
た
（
清
水
、
Ｈ

18
）
ほ
か
、
同
時
期
に
ギ
リ
シ
ャ
、
米
国

な
ど
海
外
で
も
感
受
性
の
低
下
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
か
ね
て
よ
り
連
用
を
避
け

る
な
ど
耐
性
菌
対
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
簡
易
検
定
法

に
よ
り
感
受
性
低
下
菌
株
の
全
道
的
分
布

薬
剤
耐
性
菌
の
発
生
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
の
当
面
の
防
除
対
策

（
地
独
）
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構　

十
勝
農
業
試
験
場　
　

栢
森　

美
如

用語解説

耐性菌

感受性低下菌
（弱耐性菌）

感受性菌

培地上、ほ場の両方で薬剤の防除効果が著しく低下した菌

培地上では薬剤の効果が低下するが、ほ場では効果
低下がほとんどない、あるいは未確認の菌

培地上、ほ場の両方で薬剤の効果が高い菌

100 100

80 80

60 60

40 40

20 20

0 0

図2：病原菌接種による各薬剤の防除効果（ほ場検定、最終散布７日後）図3：病原菌接種による各薬剤の防除効果

ジフェノ：ジフェノコナゾール乳剤（プランダム乳剤）2000倍
フェンブ：フェンブコナゾール乳剤（デビュー乳剤）800倍
テ ト ラ：テトラコナゾール乳剤（ホクガード乳剤）1000倍
テ　　ブ：テブコナゾール水和剤F（シルバキュアフロアブル）2000倍
マンゼブ：マンゼブ水和剤（グリーンダイセンM水和剤）500倍

40

30

20

10

0
無処理ジフェノ マンゼブ

発
病
度

図1：耐性菌発生ほ場におけるDMI剤の防除効果（10日間隔散布）

初発直後から10日間隔で薬剤を散布、8月24日に調査
品　　種：「かちまる」
ジフェノ：ジフェノコナゾール乳剤（プランダム乳剤）2000倍
マンゼブ：マンゼブ水和剤（グリーンダイセンM水和剤）500倍
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翌
平
成
29
年
度
は
、
別
の
防
除
試
験
を

行
い
ま
し
た
。
分
離
菌
が
耐
性
菌
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
特
定
の
菌
株
を

増
殖
・
接
種
し
、
感
受
性
レ
ベ
ル
ご
と
に

各
薬
剤
の
防
除
効
果
を
試
験
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
代
表
し
て
菌
株
Ａ
（
感
受
性

菌
）
と
菌
株
Ｂ
（
耐
性
菌
）
の
結
果
を
紹

介
し
ま
す
（
図
２
、
図
３
）。

　

菌
株
Ａ
（
感
受
性
菌
）
で
は
、
対
照
の

マ
ン
ゼ
ブ
剤
並
み
に
Ｄ
Ｍ
Ｉ
４
剤
が
高
い

防
除
効
果
を
示
し
ま
し
た
。
一
方
、
菌
株

Ｂ
は
マ
ン
ゼ
ブ
剤
の
効
果
が
高
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
Ｄ
Ｍ
Ｉ
４
剤
の
防
除
価
は
著

し
く
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
ジ
フ
ェ
ノ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
、
フ
ェ
ン
ブ

コ
ナ
ゾ
ー
ル
、
テ
ブ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
、
テ
ト

ラ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
の
４
剤
全
て
に
耐
性
菌
が

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

全
道
各
地
か
ら
平
成
27
年
前
後
に
収
集

し
た
３
１
０
株
に
つ
い
て
培
地
検
定
を
行

い
、
耐
性
菌
の
分
布
を
調
べ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
４
剤
と
も
耐
性
菌
が
全
道
に
分

布
し
、
検
定
し
た
６
割
以
上
の
菌
株
が
耐

性
菌
で
あ
り
ま
し
た
。

カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン
剤
耐
性
菌

　

カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン
剤
耐
性
菌
は
昭
和
59

年
に
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時

の
耐
性
菌
率
は
３
・
６
％
（
Ｓ
60
年
）
と

低
く
、
大
半
は
弱
耐
性
菌
（
現
在
の
定
義

で
は
感
受
性
低
下
菌
）
で
し
た
。
カ
ス
ガ

マ
イ
シ
ン
耐
性
菌
は
防
除
効
果
が
低
下
し

ま
す
が
、
弱
耐
性
菌
は
培
地
上
で
異
常
生

育
す
る
も
の
の
、
防
除
効
果
に
ほ
と
ん
ど

影
響
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
は
単
剤
で
使

わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
銅
剤
と
の
混
合
剤
が
基
幹
的
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン
・

銅
水
和
剤
の
効
果
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
平
成
29
年
度
に
感
受
性
検
定

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

培
地
検
定
の
結
果
、
耐
性
菌
率
が
54
・

８
％
と
大
幅
に
増
加
し
、
全
道
に
分
布
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
表
２
）。

　

ま
た
、
耐
性
菌
発
生
ほ
場
で
薬
剤
試
験

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン
単

剤
の
防
除
効
果
が
著
し
く
低
下
し
、
カ
ス

ガ
マ
イ
シ
ン
・
銅
水
和
剤
は
銅
単
剤
と
同

等
の
効
果
し
か
示
し
ま
せ
ん
で
し
た(

表

３)

。
当
面
の
対
策

・�

褐
斑
病
防
除
に
Ｑ
ｏ
Ｉ

剤
は
使
用
し
な
い

　

�（
根
腐
病
に
対
し
て
は
登

録
の
範
囲
内
で
）。

　

平
成
27
年
に
褐
斑
病
菌
で

耐
性
菌
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

・�

Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
と
カ
ス
ガ
マ

イ
シ
ン
剤
は
混
合
剤
を

含
め
、
使
用
回
数
を
可

能
な
限
り
低
減
す
る
。

　

マ
ン
ゼ
ブ
を
混
用
し
て
も

Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
耐
性
菌
の
密
度
を

低
下
さ
せ
る
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・�

マ
ン
ゼ
ブ
剤
と
銅
剤
を
基
幹
と
し
た

薬
剤
散
布
。

・�

耕
種
的
防
除
（
①
連
作
し
な
い
、
②

抵
抗
性
強
品
種
の
活
用
）
を
行
う
。

　

マ
ン
ゼ
ブ
剤
は
使
用
回
数
が
５
回
ま
で

で
す
。
限
り
あ
る
散
布
回
数
を
上
手
に
使

う
た
め
に
耕
種
的
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

連
作
に
よ
り
初
発
が
早
ま
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
散
布
開
始

が
早
ま
り
、
散
布
回
数
が
多
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
抵
抗
性
強
品
種
は
弱
品
種
と
比

べ
て
初
発
が
遅
い
傾
向
が
あ
り
、
発
病
の

伸
び
も
緩
や
か
で
す
。
強
品
種
を
活
用
し

て
褐
斑
病
を
確
実
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

表1：DMI剤に対する感受性検定の結果（培地検定）

表2：カスガマイシンに対する感受性検定の結果（培地検定）

表3：耐性菌発生ほ場でのカスガマイシン、銅および混合剤
　　の防除効果

石 狩
胆 振
後 志
空 知
上 川
十 勝
オホーツク
全 道

振 興 局

2
4
1
1
4
14
13
39

市町村数

6
24
3
3
59
77
138
310

83.3
66.7
33.3
100
81.4
51.9
74.6
69.7

33.3
58.3
33.3
100
66.1
2.6
48.6
41.3

83.3
66.7
33.3
100
72.9
45.5
72.5
65.5

50.0
66.7
33.3
100
67.8
53.2
70.3
64.8

菌株数
耐性菌割合（％）

ジフェノコ
ナゾール

フェンブコ
ナゾール

テトラコナ
ゾール

テブコナ
ゾール

石 狩
胆 振
後 志
空 知
上 川
十 勝
オホーツク
全 道

振 興 局

2
4
1
1
4
14
13
39

市 町 村 数

6
24
3
3
59
77
138
310

50.0
54.2
0

33.3
55.9
57.1
55.1
54.8

50.0
75.0
0

100
100
53.3
79.3
68.1

菌 株 数
耐性菌割合（％）

菌株割合 ほ場割合

カスガマイシン液剤
銅水和剤
カスガマイシン・銅水和剤
マンゼブ水和剤
無処理

薬　剤
400
1000
1000
400

希釈倍率
45.3
21.8
22.4
5.7
51.6

（12）
（58）
（57）
（89）

発病度 防除価

・カスガマイシン単剤では、防除効果が得られなかった。
・カスガマイシン・銅水和剤と銅水和剤（単剤）の防除効果はほぼ同等であった。

表4：（参考）テンサイ褐斑病に登録のあるDMI剤、カスガマイ
　　　シン剤（混合剤を含む）

DMI剤

カスガマイシン剤

薬剤の系統
ジフェノコナゾール乳剤
テトラコナゾール乳剤
テトラコナゾール・銅水和剤
テブコナゾール水和剤Ｆ
テブコナゾール・マンゼブ水和剤
フェンブコナゾール乳剤
フェンブコナゾール・マンゼブ水和剤

カスガマイシン液剤
カスガマイシン・銅水和剤

農薬の種類（成分名）
プランダム乳剤
ホクガード乳剤
ホクガードC顆粒水和剤
シルバキュアフロアブル
グットクル水和剤
デビュー乳剤
ビートスター水和剤 
どさんこスター水和剤
カスミン液剤
カスミンボルドー 
カッパーシン水和剤

農薬の名称（商品名）

2018年1月16日現在の登録内容
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て
ん
菜
糖
は
北
海
道
の
３
者
（
日
本
甜

菜
製
糖
株
式
会
社
、
北
海
道
糖
業
株
式
会

社
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
）

８
工
場
で
作
ら
れ
て
お
り
、
原
料
で
あ
る

て
ん
菜
は
、
輪
作
体
系
維
持
に
欠
か
せ
な

い
作
物
と
し
て
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
砂
糖
の
消
費
量
が
減

少
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
傾
向
が
更
に
進

め
ば
、
て
ん
菜
の
生
産
量
を
減
ら
す
か
原

料
糖
の
輸
入
量
を
減
ら
す
し
か
あ
り
ま
せ

ん
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
て
ん
菜
生

産
現
場
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
で
は
本
年
度
か
ら
砂
糖
消
費
拡
大
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
砂
糖
及
び
砂

糖
使
用
商
品
の
生
産
者
・
関
係
者
と
り
ま

と
め
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
・
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
取
組
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
積
極
的
な
購
入
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
細
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
よ
り
周
知
さ
れ

ま
す
。

【
砂
糖
消
費
量
が
減
る
と
ど
う
な
る
か
】

　

砂
糖
に
係
わ
る
仕
組
み
と
し
て
糖
価
調

整
制
度
（
図
１
）
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
輸
入
糖
と
国
産
糖
の
２
倍
以
上
の
価

格
差
を
調
整
す
る
た
め
、
輸
入
原
料
糖
か

ら
国
内
産
糖
と
同
程
度
に
な
る
よ
う
調
整

金
を
徴
収
し
、
こ
の
調
整
金
を
財
源
と
し

て
交
付
金
（
生
産
者
に
対
し
て
は
経
営
所

得
安
定
対
策
）
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
砂
糖
の
消
費
量
が
減
る
と
、

原
料
糖
の
輸
入
が
減
少
し
、
同
時
に
調
整

金
も
減
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果

現
在
生
産
者
に
支
払
わ
れ
て
い
る
交
付
金

の
財
源
が
減
少
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

【
砂
糖
消
費
量
の
現
状
】

　

平
成
29
年
の
１
人
あ
た
り
の
消
費
量

は
、
平
成
元
年
と
比
較
し
て
３
割
減
少
し

て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

砂
糖
の
用
途
別
需
要
の
う
ち
、
９
割
が

菓
子
・
清
涼
飲
料
水
等
の
業
務
用
で
す
。

（
図
３
）
家
庭
で
の
消
費
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
砂
糖
を
使
用
し
て
い
る
製
品
の
積

極
的
な
購
入
が
消
費
拡
大
に
効
果
的
で

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
砂
糖
消
費
拡
大

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平成元年 平成5年 平成10年 平成15年 平成20年 平成25年 平成29年
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

21.3
19.8

18.3
17.5

16.7
15.8 15.5

図３　砂糖の用途別需要（平成28年度）

家庭用
10.8%

菓子類
25.3%

清涼飲料
15.5%

乳製品
5.2%
パン類
10.7%

その他
32.5%

業務用　約90％

図２　１人当たり砂糖消費量の推移（kg）

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

　
　

  

砂
糖
消
費
拡
大
対
策
の
実
施
に
つ
い
て

図１　糖価調整制度の仕組み

輸入価格 調整金

交付金
（調整金）

交付金
（国費）国内産糖販売価格

･生産者への経営所得安定対策
･糖業への交付金

（
輸
入
糖
）
（
国
内
産
糖
）
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「�

白
い
砂
糖
は
漂
白
し
て
い
る
の
で
体
に

悪
い
？
」

　

砂
糖
の
結
晶
自
体
は
無
色
透
明
で
す

が
、
白
く
見
え
る
の
は
、
雪
が
白
く
見
え

る
の
と
同
じ
で
、
結
晶
が
光
を
乱
反
射
し

て
白
く
見
え
る
か
ら
で
あ
り
、
砂
糖
製
造

に
漂
白
剤
を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
砂
糖
は
肥
満
の
原
因
？
」

　

砂
糖
は
米
・
小
麦
粉
・
そ
ば
粉
な
ど
と

同
じ
炭
水
化
物
で
あ
り
、
１
グ
ラ
ム
あ
た

り
の
カ
ロ
リ
ー
は
約
４
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と

米
や
小
麦
粉
と
同
じ
で
す
。
太
る
か
ど
う

か
は
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
と
消
費
カ
ロ
リ
ー

の
ど
ち
ら
が
多
い
か
で
決
ま
り
ま
す
。

「
砂
糖
は
糖
尿
病
の
原
因
？
」

　

糖
尿
病
の
直
接
の
原
因
は
、
人
間
の
最

大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
が

体
内
で
正
常
に
動
か
な
く
な
る
た
め
で
あ

り
、
生
ま
れ
つ
き
の
体
質
や
高
カ
ロ
リ
ー

食
、
高
脂
肪
食
な
ど
の
食
習
慣
、
運
動
不

足
な
ど
の
生
活
習
慣
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が

原
因
で
す
。
砂
糖
の
消
費
量
が
減
少
傾
向

の
一
方
、
糖
尿
病
患
者
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
砂
糖
や
甘
い
も
の

の
摂
取
が
直
接
の
原
因
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
砂
糖
も
摂
り

す
ぎ
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
で
糖
尿
病
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
が
、
食
べ

す
ぎ
が
健
康
に
良
く
な
い
の
は
他
の
食
品

も
同
じ
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
と
適
度
の
運
動
が
重
要
で
す
。

「�
子
供
が
キ
レ
る
の
は
、
甘
い
も
の
の
取

り
す
ぎ
？
」

　

幼
児
や
小
児
が
砂
糖
を
摂
取
す
る
と
発

作
的
な
行
動
を
と
り
や
す
い
の
は
、
砂
糖

摂
取
に
よ
る
血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
を
抑

え
る
た
め
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
が
増
加
し
、

そ
れ
に
よ
る
血
糖
値
の
低
下
と
脳
の
機

能
・
抑
制
の
低
下
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
食
べ
た
あ
と
で
血
糖

値
が
ど
れ
く
ら
い
高
く
な
る
か
と
い
う
指

標
を
見
る
と
、砂
糖
は
白
パ
ン
よ
り
低
く
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
よ
り
は
る
か
に
低
い
の
で

す
。
砂
糖
の
摂
取
に
よ
っ
て
血
糖
値
が
急

激
に
上
昇
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
そ
の

後
低
血
糖
と
な
り
「
キ
レ
る
」
原
因
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

脳
に
必
要
な
ブ
ド
ウ
糖
の
量
を
抑
え
す
ぎ

る
と
、
異
常
行
動
や
過
食
と
な
り
ま
す
。

ブ
ド
ウ
糖
は
脳
の
健
全
な
活
動
の
た
め
に

は
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

平
成
30
年
２
月
に
全
道
４
か
所
で
開
催

し
た
「
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
」

の
講
習
に
先
立
ち
、
原
料
て
ん
菜
の
立
会

業
務
に
通
算
で
10
年
以
上
従
事
し
、
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
方
々
を
顕
彰
す
る
た
め
、

平
成
29
年
度
原
料
て
ん
菜
立
会
業
務
功
労

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
全
道
で
９
名
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

「
原
料
て
ん
菜
立
会
業
務
功
労
者
表
彰
」

Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

共
同
宣
言
内
容

砂
糖
摂
取
が
子
ど
も
の
行
動
過
多

や
糖
尿
病
に
直
接
結
び
つ
く
こ
と

は
な
い
。

砂
糖
摂
取
が
肥
満
を
促
進
す
る
こ

と
は
な
い
。

１
９
９
７
年
４
月
宣
言

（
一
社
）
北
海
道
て
ん
菜
協
会
異
動

　

▽
３
月
31
日
付
退
職

　
　
　

業
務
部
長　

舟
橋　

滋
夫（

日
甜
）　

　

▽
４
月
１
日
付
採
用

　
　
　

業
務
部
長　

前
田　

英
雄

（
ホ
ク
レ
ン
）

　

▽
５
月
24
日
付
退
任

　
　
　

理　
　

事　

遠
藤　

保

　

▽
５
月
24
日
付
就
任

　
　
　

理　
　

事　

西
原　

正
行

555555555555555555555555555

555555555555555555555555555

5
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5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

5

5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

5

お
知
ら
せ

砂
糖
豆
知
識
①

健
康
に
関
わ
る

砂
糖
へ
の
誤
解
と
俗
説
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注　砂糖生産量の下段のカッコ内は原料糖の生産量で、内数である。

北海道農政部生産振興局農産振興課調べ

平成29年産 てん菜糖の生産実績てん菜糖の生産実績

糖 業 者 名
工 場 名

原料処理量

（ｔ）

砂糖生産量
（うち原料糖）

（ｔ）

歩留

（％）

截断
期間
（月日）

截断
延べ
日数

製糖
期間
（月日）

製糖
延べ
日数

日　
　
　
　
　
　

甜

ホ　

ク　

レ　

ン

北　
　
　
　
　
　

糖

合　　計

芽　室

美　幌

士　別

小　計

北　見

道　南

本　別

小　計

中斜里

清　水

小　計

1,084,240.63 16.60 10月17日
2月26日 133 10月17日

5月27日 223180,000.04
（55,821.24）

369,709.51 16.87 10月17日
2月15日 122 10月17日

2月16日 12362,380.00
（48,379.98）

280,948.08 16.42 10月17日
1月23日 99 10月17日

1月24日 10046,129.17
（192.00）

1,734,898.22 16.63288,509.21
（104,393.22）

905,592.50 17.01 10月11日
3月20日 161 10月11日

5月 1日 203154,067.53
（64,576.92）

363,239.45 16.43 10月18日
3月 1日 135 10月18日

3月 1日 13559,680.36
（14,230.02）

1,268,831.95 16.85213,747.89
（78,806.94）

259,553.58 17.53 10月17日
1月22日 98 10月17日

1月24日 10045,500.02
（1,000.02）

270,920.15 17.24 10月18日
1月30日 105 10月18日

2月20日 12646,711.86
（29,008.80）

366,728.57 16.96 10月15日
3月 3日 140 10月15日

3月 5日 14262,200.02
（11,791.20）

897,202.30 17.21154,411.90
（41,800.02）

3,900,932.47 16.83

ビートパルプ
生産量
（ｔ）

歩留

（％）

43,589.74 4.02

16,855.36 4.56

13,400.58 4.77

73,845.68 4.26

38,246.40 4.22

16,820.03 4.63

55,066.43 4.34

16,040.84 6.18

15,186.24 5.61

17,702.34 4.83

48,929.42 5.45

177,841.53 4.56656,669.00
（225,000.18）

55555555555555555555555555555555555　

平
成
30
年
に
新
た
に
１
品
種
が
優
良
品

種
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
「
北
海
１
０
４
号
」（
品
種
名
未
定
）
は
、

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
北

海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
北
海

道
農
研
と
表
記
）
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
マ
リ

ボ
ー
ヒ
レ
ス
ヘ
ッ
グ
社
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
育
成
し
た
２
倍
体
の
品
種
で
、
対
照

品
種
を
「
北
海
み
つ
ぼ
し
」
お
よ
び
「
リ

ボ
ル
タ
」
と
し
て
平
成
26
年
〜
29
年
に
北

海
道
に
お
け
る
適
応
性
検
定
、特
性
検
定
、

現
地
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、「
北
海
１
０
４
号
」の
長
所
・

短
所
が
次
の
通
り
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

１
．
長
所

⑴�

黒
根
病
抵
抗
性
が
〝
強
〟
で
あ
る
。（
対

照
品
種
「
北
海
み
つ
ぼ
し
」
と
同
等
）

⑵�
褐
斑
病
抵
抗
性
が
〝
か
な
り
強
〟
で
あ

る
。（
対
照
品
種「
リ
ボ
ル
タ
」と
同
等
）

⑶�

抽
苔
耐
性
が
〝
強
〟
で
あ
る
。（
対
照

品
種
よ
り
改
善
、「
北
海
み
つ
ぼ
し
」

お
よ
び
「
リ
ボ
ル
タ
」
は
〝
や
や
強
〟）

２
．
短
所

⑴�

根
重
が
少
な
く
、糖
量
が
や
や
少
な
い
。

（
た
だ
し
黒
根
病
発
生
圃
場
で
の
生
産

力
は
優
れ
る
）

⑵�

根
腐
病
抵
抗
性
が
〝
や
や
弱
〟
で
あ
る
。

（
こ
の
た
め
適
切
な
防
除
が
必
要
）

　

以
上
よ
り
、
排
水
不
良
地
帯
を
中
心
と

し
て
「
リ
ボ
ル
タ
」
の
一
部
な
ら
び
に
「
北

海
み
つ
ぼ
し
」
の
全
部
と
置
き
換
え
て
普

及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
て
ん
菜
生
産
お
よ

び
農
家
所
得
の
安
定
と
向
上
に
寄
与
で
き

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
優
良
品
種
の
紹
介

　
「
て
ん
菜
協
会
だ
よ
り
」
は
、
年
間
３

回
発
行
し
て
お
り
、
６
月
号
の
み
、
て
ん

菜
耕
作
者
の
皆
様
に
配
布
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
当
協
会
の
活
動
を
よ
り
詳
し
く
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
今
回
よ
り
年
間
３
回

全
て
を
、
て
ん
菜
耕
作
者
並
び
に
関
係
機

関
の
皆
様
に
配
布
致
し
ま
す
。

て
ん
菜
協
会
だ
よ
り
の

発
行
に
つ
い
て


